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7月22日の郡内消防団ポン
プ率操法大会に向けて調練
にはげむ遠賀町消防団員

i＊　7　月　の税金　＊　＝

固定資産税（第2期）
納　期　　7　月16日（月）一31日（火）まで

この社会　　　あなたの税が　　　生きている

酒
見
真
道
（
別
府
）

3
苔
員

太
田
歳
彦
（
木
守
）

鞘

l
登
呂

乗
　
和
徳
（
別
府
）



（2）公⑩鍔め彿第342号

新着図書紹介コーナー
ー中央公民館図書室

一般向け

推剣社
自由国民社
角Iii醇店

木下紫太郎茸
中野亜泊詣
上坂冬・チ読
席紺のぶ子背
痛相識一一詳
洋本騰著
聞辺艶子着

信三十冊

質の縞扮ものシリーズ各5冊
隣り近所の法統知識
字源辞典
アロエのじょうず在使い方

愛しき者へ上下穆
生体解創
案留のように
死空席
地敵への階段
焔ときめき

ズ仝七謀∴ポプラ社
児宣向け
・赤毛のア
・切手、つり等入門百科シi）－ズ　小学館
・日本の原爆文学仝15番　　　ほるぷ出版
・児亜文学版　はだしのケ／上中下　汐文社
・伝記よみもの仝15番　　　さえら粛扉

児童図書も4000冊に余りました。－一級朋著もな
るべく早く鍛題の開基をおくようにしています。

県巡回図禽700冊も若し詳え終った（まかりです。
大いに利用してください。

田
圃
両
日
艶
話
臨

神
田
－
九
＝
“
「
相
川

参
加
チ
ー
ム
募
集
　
＼

ご
協
力
く
だ
さ
い

通
　
　
行
　
　
止

浅
木
老
良
縁
道
路
が
、
6
月
2
6
日
か

ら
9
月
0
0
日
ま
で
改
良
舗
装
工
事
の
た

め
全
面
通
行
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
制
2
0
月
年
記
念
行
事
（
夏
ま
つ
り
）

の
一
環
と
し
て
、
遠
賀
川
で
水
上
カ
ー

ニ
バ
ル
　
（
い
か
だ
競
争
）
を
開
催
し
ま

す
。
町
民
の
み
な
さ
ん
、
ふ
ろ
っ
て
参

加
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
0
年
8
月
2
6
日
（
日
）

日
時
－
1
6
時

▽
場
　
所
　
遠
賀
川
お
よ
び
河
川
敷

（
広
漠
バ
ス
停
付
近
）

▽
主
　
催
　
遠
賀
町
々
施
行
如
月
年
記

念
行
事
実
行
委
貝
会

▽
距
　
離
　
二
百
㍍

▽
募
集
項
目

。
募
集
挺
数

・
区
対
抗
戦
各
区
か
ら
一
挺

・
オ
ー
プ
ン
戦
四
十
艇
（
町
内
二
十

艇
町
外
二
十
艇
）

。
チ
ー
ム
編
成
　
監
督
一
名
、
選
手

五
名
、
補
欠
二
名

o
乗
船
人
員
　
五
名

。
参
加
賞
お
よ
び
賞
金
　
区
対
抗
、

オ
ー
プ
ン
戦
と
も
参
加
貸
、
入
賞

者
に
賞
金
（
ト
ロ
フ
ィ
ー
付
）
を

授
与

。
そ
の
他

①
艇
の
大
き
さ
は
三
㍍
×
七
㍍
以

内
と
す
る
（
船
は
不
可
）

⑧
艇
の
材
質
は
問
わ
な
い

⑪
効
力
の
種
類
は
人
力
の
み

④
推
進
の
道
具
は
オ
ー
ル
、
櫓
、

水
車
と
す
る
（
長
さ
二
㍍
以
内
）

⑤
艇
に
牽
引
用
ロ
ー
プ
五
㍍
以
上

を
つ
け
る
こ
と

⑥
艇
は
参
加
者
の
責
任
で
搬
入
、

搬
出
す
る
こ
と

⑦
艇
は
安
全
か
つ
完
走
で
き
る
も

の
　
（
釘
、
カ
ス
ガ
イ
の
使
用
は

禁止）

④
乗
船
者
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
詳
用
の
こ
と

⑨
選
手
、
補
欠
は
事
前
に
健
撰
診

断
を
受
け
て
、
健
康
で
あ
る
こ

と
が
証
明
さ
れ
た
も
の
で
、
水

泳
能
力
を
有
す
る
も
の

申
込
み
お
よ
び
間
合
先
は
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
　
㊥
（
2
9
3
）
1
3

5
5
へ
ど
う
ぞ
。

生
き
が
い
と
活
力
に
富
ん
だ

地
域
社
会
の
創
造
を
め
ざ
し
て

遠
賀
・
中
間
老
人
大
学
院
が
開
講

電
話
加
入
権
の

公
売
を
し
ま
す

町
税
滞
納
整
理
の
た
め
、
差
押
え
を

し
た
舘
話
加
入
権
を
次
の
と
お
り
公
売

い
た
し
ま
す
。
買
い
受
け
希
望
の
方
は

公
売
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
昭
和
5
0
年
7
月
1
7
日
（
火
）

1
4
時

▽
場
　
所
　
役
場
第
六
会
議
室

▽
件
　
数
　
三
件

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
現
住
民
課
町

民
税
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

五
月
二
十
三
日
遠
賀
郡
四
町
と
中
間

市
か
ら
な
る
老
人
大
学
院
の
開
講
式
が

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、
以
後
二
十
回

コ
ー
ス
の
大
学
院
講
座
の
ス
タ
ー
ト
と

な
．
り
ま
し
た
。

「
豊
か
な
老
後
」
　
へ
の
期
待
は
、
高

齢
化
社
会
の
進
む
中
で
、
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
と
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会

の
創
造
を
基
調
と
し
、
社
会
教
育
の
最

重
要
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

今
回
受
話
生
の
百
名
は
、
教
護
コ
ー

ス
の
ほ
か
選
択
科
目
の
陶
芸
、
民
謡
、

善
道
、
園
芸
の
各
部
門
に
分
か
れ
、
会

は
す
べ
て
自
主
的
に
全
員
が
役
割
を
担

い
、
民
主
的
に
運
営
を
さ
れ
て
い
ま
す

来
年
一
二
月
の
閑
話
時
ま
で
に
は
更
に

新
し
い
知
識
と
毅
能
を
身
に
つ
け
ら

れ
、
輝
か
し
い
成
果
を
収
め
ら
れ
る
こ

と
を
心
か
ら
念
願
い
た
し
ま
す
。
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写実は6月復田の消費生活椙駁

修
U図

m

（
風
樹
胤
閏
♂

卓
　
球
　
賎
　
技

六
月
二
十
四
日
、
広
漠
小
学
校
体
育

館
で
卓
球
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
柾
目
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で

す。。
一
般
男
子
　
山
中
正
則
（
遠
賀
川
）

。
一
般
女
子
　
山
中
和
恵
（
遠
賀
川
）

。
初
級
男
子
　
大
内
田
悦
雄
（
遠
賀
川
）

。
初
級
女
子
　
大
内
田
和
子
（
遠
賀
川
）

。
小
学
生
A
　
福
永
造
次
（
遠
賀
川
）

o
小
学
生
B
　
佐
藤
公
美
（
広
　
渡
）

。
小
学
生
C
　
小
森
奈
美
（
新
　
町
）

ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

六
月
二
十
四
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

各
極
目
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で

す。o
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
A
級

広
瀬
勇
夫
（
浅
木
）

。
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
A
級

完
山
泰
子
（
虫
生
津
）

。
男
子
ダ
ブ
ル
ス
A
級
　
川
野
守
明
（

広
渡
）
・
長
谷
川
進
（
別
府
）

o
女
子
ダ
ブ
ル
ス
A
級
　
立
和
田
千
代

子
（
新
町
）
・
頓
井
み
ど
り
（
新
町
）

郡
民
体
育
大
会
の

陸
上
競
技
出
場
者
募
集

八
月
五
日
、
午
前
九
時
か
ら
水
巻
町

甫
中
学
校
で
関
か
れ
ま
す
郡
民
体
育
大

会
陸
上
競
技
の
出
湯
選
手
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
（
単
位
は
メ
ー
ト
ル
）

▽
競
技
種
目

〇
一
般
男
子
＝
百
、
八
百
、
五
千
、

走
幅
、
砲
丸
　
女
子
＝
百
、
四

百
、
走
幅
、
砲
丸

〇
百
年
　
男
子
＝
百
、
四
百
、
千
五
百

五
千
、
一
万
、
走
高
、
三
段
跳

砲
丸
、
三
種
競
技
、
走
幅
　
女

子
＝
百
、
二
百
、
八
百
、
走
高
、

砲
丸
、
三
種
競
技
、
走
幅
　
そ

の
他
中
学
生
の
部
あ
り

詳
細
に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育
課
体

育
係
　
＄
（
2
9
3
）
　
5
4
3
4
へ
ど

う
ぞ
。

巡
回
交
通
事
故
相
談

昭
和
5
0
年
度
福
岡
県
巡
回
交
通
事
故

相
談
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
交
通
事
故
で

お
悩
み
の
方
は
、
ぜ
ひ
こ
利
用
く
だ
さ

い。▽
日
　
時
　
昭
和
弱
年
7
月
9
日
（
月
）

ね
た
き
り
老
人
等
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

ね
た
き
り
老
人
短
期
保
護
事
業
　
へ
七
月
一
日
実
施
）

◎
入
浴
サ
ー
ビ
ス

在
宅
福
祉
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ね

た
き
り
老
人
、
重
度
身
体
障
害
者
等
在

宅
要
援
護
者
の
う
ち
、
必
要
な
対
象
者

に
対
し
入
浴
サ
ー
ビ
ス
部
業
を
実
施
す

る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
社
会
福
祉
協
議

会
が
特
別
糞
護
老
人
ホ
ー
ム
遠
賀
園
の

協
力
で
家
庭
か
ら
家
族
同
伴
で
介
護
車

に
よ
り
園
へ
行
き
、
園
の
浴
槽
に
て
入

浴
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

費
用
に
つ
い
て
は
若
干
の
自
己
負
担

が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
短
期
保
護
事
業

在
宅
ね
た
き
り
老
人
援
護
の
一
環
と

し
て
、
ね
た
き
り
老
人
を
介
護
し
て
い

る
家
族
が
疾
病
、
そ
の
他
特
別
な
理
由

に
よ
り
、
居
宅
に
お
け
る
介
護
が
困
難

に
な
っ
た
場
合
に
、
当
該
老
人
を
一
時

的
に
　
（
七
日
以
内
）
特
別
義
認
老
人
ホ

ー
ム
に
入
国
し
て
い
た
だ
き
介
護
す
る

も
の
で
す
。

費
用
に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担
一
日

千
六
百
円
（
昭
和
五
十
九
年
度
）
と
な

り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
福
祉
課
福
祉
係

衝
（
2
9
3
）
1
2
3
1
へ
ど
う
ぞ
。

嚢
の
鰍
n
購
＄
織
方
を

－
七
月
は
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
連
動
月
間
」
で
す
I

▽
場
　
所

8
月
6
日
（
月
）

9
月
1
0
日
（
月
）

1
0
月
8
日
（
月
）

n
月
5
日
（
月
）

1
2
月
1
0
日
（
月
）

い
ず
れ
も
1
0
時
～
1
6
時

中
間
市
役
所
内
市
民
談
話

室

ご
利
用
く
だ
さ
い

消

費

生

活

相

談

▽
期
　
日
　
1
月
2
7
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
1
3
時
5
0
分
～
1
6
時

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館
嫁
の
間

▽
相
談
役
　
消
費
生
活
相
談
員

o
林
　
初
代
（
尾
崎
）

。
別
田
美
代
子
（
広
漠
）

六
月
か
ら
毎
月
第
四
金
曜
日
に
消
費

生
活
相
談
日
を
設
置
し
、
消
費
生
活
全

般
に
わ
た
る
悩
み
、
苦
情
を
受
付
け
て

い
ま
す
。
「
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
対
す

る
苦
情
」
　
「
商
品
テ
ス
ト
の
依
頼
」
　
「

物
品
購
入
支
払
い
に
関
す
る
問
題
」
な

ど
、
お
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。
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年

後　　　　期　松
藤　　　　松舟
博　　　　愛　俊
明　　　　奈　子

生

インディアカ教室

六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週
間
「
水
道
は
暮
ら
し
の
リ
ズ
ム
開
く

窓
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
国
一
斉
に
第
二
十
六
回
水
道
週
間
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
中
間
水
道
で
は
、
こ
の
水
道
週
間
に
合
わ
せ
て
中
央
公
民
館

で
町
内
各
小
学
校
四
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
水
に
関
す
る
作
文
・
ポ
ス

タ
ー
を
展
示
し
ま
し
た
。

作
文
・
ポ
ス
タ
ー

入
選
者

◎
作
文
（
六
年
生
）

∧
南
門
小
学
校
∨

六
月
四
日
、
遠
賀
川
駅
前
周

辺
で
町
長
や
水
道
局
関
係
者
が

水
道
週
間
の
呼
び
か
け
を
行
っ
た

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
と
卓
球
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た

先
月
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
教
室
（
三
回
コ
ー
ス
）

と
、
卓
球
教
室
（
四
回
コ
ー
ス
）
が
そ

れ
そ
れ
開

か
れ
、
多

く
の
受
講

生
が
集
ま

り
ま
し
た
。

防
ご
う
非
行

助
け
よ
う
立
ち
直
り

更
生
保
護
部
業
で
あ
り
ま
す
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
が
七
月
一
日
か

ら
三
十
一
日
ま
で
の
一
か
月
間
全
国
各

地
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
重
点
目
標
は
「
地
域
活
動

の
推
進
に
よ
る
少
年
の
非
行
防
止
と
更

生
の
援
助
」
と
定
め
て
地
域
活
動
を
強

力
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
少
年
の

非
行
防
止
と
非
行
に
陥
っ
た
少
年
の
更

生
を
図
り
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

更
生
保
轍
真
金
協
力
の
お
願
い

犯
罪
者
の
予
防
と
更
生
を
目
的
と
す

る
野
菜
運
営
資
金
と
し
て
「
更
生
保
護

蒋
業
援
助
募
金
」
　
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

本
町
の
保
護
司
は
次
の
方
々
で
す
。

高
崎
博
愛
氏
（
尾
　
崎
）

信
行
雪
鴻
氏
（
鬼
　
津
）

矢
内
　
翠
氏
（
遠
賀
川
）

山
中
　
京
氏
（
別
　
府
）

高
崎
董
徳
氏
（
木
　
守
）

毛
利
秀
済
民
（
虫
生
津
）



（5）亀田西の妙　　　　　　　　　　　　　　　策紳2号

決勝トーナメント

伊左座

続
仕
返
賀
町
文
学
散
歩

購
∴
∴
’

南

風

の

波

蝕
の
背
の
よ
う
な
島
津
の
山
は
、
美

し
く
緑
に
か
が
や
き
、
そ
の
向
う
側
の

少
し
紫
色
に
け
む
る
山
は
、
古
賀
の
豊

前
坊
だ
ろ
う
。

河
口
湖
に
た
た
え
た
水
は
、
五
月
の

陽
の
光
を
反
射
す
る
。

足
元
の
河
川
敷
に
は
、
一
面
に
シ
ロ

ツ
メ
グ
サ
が
土
を
榎
う
よ
う
に
茂
っ
て

白
い
花
を
ち
り
ば
め
て
い
る
。
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
に
黄
色
の
花
が
目
に
つ
く
の
は

．
ウ
マ
ゴ
ヤ
シ
．
だ
ろ
う
。

黄
色
い
花
と
い
え
ば
、
川
岸
の
は
る

か
に
一
株
の
ア
ヤ
メ
が
花
を
振
っ
て
い

る
。
昔
の
人
が
植
え
た
も
の
か
、
そ
れ

と
も
ど
こ
か
ら
か
流
れ
つ
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
水
辺
に
咲
く
花
の
強
さ
を
思
わ

せ
る
の
だ
っ
た
。

レ
ガ
ッ
タ
の
若
者
た
ち
の
叫
び
が
、

川
、
ヤ
ッ
っ
ラ
セ
－
、
ヤ
ッ
コ
ラ
セ
－
、

オ
ー
ル
持
つ
手
に
南
風
の
波
、
南
風
の

波
、
ア
ウ
－
、
ア
ウ
I
L

関
西
で
は
瀬
田
川
や
琵
琶
湖
な
ど
が

古
く
か
ら
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で

は
日
本
中
各
地
で
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
が
行

わ
れ
て
い
ろ
。

遠
賀
川
の
今
の
コ
ー
ス
は
一
、
0
0

0
メ
ー
ト
ル
だ
が
、
三
、
五
〇
〇
メ
ー

力
強
く
、
元
気
に
流
　
蕊

れ
、
水
面
は
、
た
え

ま
な
く
さ
ざ
な
み
立

っ
て
、
季
節
を
呼
ぶ

南
風
が
肌
を
か
す
め

る。

湖
面
を
眺
め
て
い

る
と
、
レ
ガ
ッ
タ
の

六
月
十
七
日
、
中
間
市
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
で
、
第
四
回
北
部
地
区
六
人
制

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
ラ
イ
オ

ン
．
ス
カ
ッ
プ
全
国
大
会
地
区
予
選
）
が

行
わ
れ
、
浅
木
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
が
ベ
ス
ト
4
に
入
る
健
闘
を

い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
三
月
発
足
、
初
め
て
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
進
出
。
結
果
は
準
決
勝
で

優
勝
チ
ー
ム
伊
佐
座
に
0
約
2
で
敗
れ

ま
し
た
が
、
六
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

練
習
期
間
が
一
か
月
と
短
か
か
っ
た
点

を
考
え
る
と
大
健
闘
。
今
後
も
各
種
大

浅
木
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

初
の
　
ベ
　
ス
　
ト
4
　
進
出

第
4
回
北
部
地
区
六
人
制
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

穏
目
の
変
わ
る

一
生
㍗
雪
印
日
だ
詰
。

度
に
与
え
ろ
興
　
し
　
　
丁
～
∴

密
が
波
に
乗
っ
て
く
る
よ
う
で
あ

る。

「
春
は
、
春
は
、
桜
さ
く
向

島

、

ヤ

ッ

コ

ラ

セ

－

、

ヤ

ッ

コ

ラ

セ
－
、
オ
ー
ル
持
つ
手
に
花
が
散

る
、
花
が
散
る
。
ア
ク
ー
、
ア
ウ

ー
」

有
名
な
一
高
の
ボ
ー
ト
部
の
歌

が
、
頭
の
中
に
よ
み
が
え
り
、
歌

と
え
が
き
こ
え
て
く
る
よ
う
に
感

じろ。メ
ロ
デ
ィ
に
酔
っ
た
よ
う
に
な

り
、
歌
詞
を
頭
の
中
で
替
え
て
み

ろ
O

「
夏
は
、
夏
は
、
緑
こ
き
遠
賀

ト
ル
く
ら
い
は
使
え
る
そ
う
な
の
で
そ

ん
な
競
漕
も
い
い
で
は
な
い
か
と
考
え

て
み
ろ
。

こ
の
満
々
と
水
を
た
た
え
た
河
口
湖

の
昔
は
、
且
々
と
し
た
田
圃
で
、
明
治

末
の
大
改
修
工
事
で
は
、
島
津
、
広
漠

な
ど
の
多
く
の
小
字
が
川
の
底
に
沈
ん

で
し
ま
っ
た
。

「
筑
前
回
読
風
土
記
」
の
島
津
の
項

に
I
I
I
村
東
に
笠
松
と
云
拙
有
昔
小
池

育
て
燐
蛇
住
げ
ろ
よ
し
い
び
伝
ム
　
ー

と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
島
津
区
の
文

書
に
よ
る
と
、
今
の
川
底
に
笠
松
神
社

と
い
う
お
宮
が
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ

る
。
　
　
　
　
　
　
（
片
山
花
御
史
）

予
選
リ
ー
グ

。
浅
木
2
対
1
頃
末
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

o
浅
木
2
対
0
中
間
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ

－
手
作
り
の
楽
し
さ
を
－

マ
ク
ラ
メ
　
（
組
み
ひ
も
手
芸
）
講
習
会

中
央
公
民
館
で
は
次
の
と
お
り
、
マ

ク
ラ
メ
籠
習
会
を
開
き
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
、
一
度
習
っ
て
見
よ
う
と
思
わ

れ
る
方
は
、
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ

い。▽
日
　
時
　
昭
和
5
0
年
1
月
2
6
日
（
木
）

午
後
の
部
1
3
時
－
1
6
時

夜
間
の
部
1
9
時
～
2
1
時
0
0
分

▽
受
講
料
　
無
料
（
材
料
費
は
実
費
）

▽
講
　
師
　
マ
ク
ラ
メ
普
及
会

柴
田
恵
美
子
先
生

▽
申
込
締
切
日
　
1
月
2
0
日
（
金
）

当
日
は
、
道
具
と
し
て
各
自
ア
イ
ロ

ン
台
を
持
参
の
こ
と
。

▽
申
込
先
　
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係



第孤2号　　　　　　　　　　　　　　僅⑱西の餌（6）

Oi編撰麟熟畿鱗一博

、＼　　　冒

韻台（上別府17軸の2）冒

萬徳和範くん　量

（舅孝さんの長男）室
田和58年7月24日生　　き

ぼくは、おうちの王様です。…

ぼくがアンヨやオチョウダイを　圭

すると、みんな大喜び。だから…
ぼくも調子にのって、芸に磨き　重

をかけようと、日夜努力してま∴き

す。人気者は、つらいなあ。　昌

遠賀IIi（今古賀21番地の8）

柴田かおりちゃん

（和昇子さんの長女）
昭和50年10月4日生

わたし、パパ似で名札はいら
ないって・・・（パパ、ニンマの。

ちょっぴり小粒ですが、なんで

もできるんですよ．／。だっこか

好きな甘えん坊ですが、お友達
になってね。

灘
脂
鯖
繊
維

離
乳
食
等
の
相
談

▽
料
　
金
　
無
料

離
乳
食
料
理
実
習

7
月
1
6
日
（
月
）

9
時
0
0
分
か
ら
1
0
時
0
0
分

の
聞
に
お
い
で
く
だ
さ
い

役
場
保
健
室

生
後
3
－
6
カ
月
児

母
子
手
帳

体
重
・
身
長
等
の
測
定

▽
日
　
時
　
7
月
1
7
日
（
火
）

1
3
時
約
分
～
1
5
時

▽
掲
　
所
　
中
央
公
民
館
料
理
室

▽
内
　
容
　
o
栄
饗
指
導

。
離
乳
食
料
理
実
習

e
家
族
計
画

「
覚
せ
い
剤
な
ん
て
、
関
係
な
い
よ
」

と
多
く
の
人
は
お
考
え
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
こ
こ
数
年
覚
せ
い
剤
禍
は
確
実

に
主
婦
や
青
少
年
に
も
広
が
り
、
そ
の

被
害
は
家
庭
の
中
に
ま
で
忍
び
寄
っ
て

さ
て
い
ま
す
。

甘
い
鰯
い
が
あ
な
た
を
輪
れ
る

質
せ
い
剤
の
魔
手
は
「
疲
労
回
復
に

効
く
」
　
「
強
精
剤
」
　
「
痛
み
止
め
」
　
「

や
せ
薬
」
な
ど
と
い
っ
た
、
人
々
に
警

戒
心
を
起
こ
さ
せ
ず
、
し
か
も
好
奇
心

を
そ
そ
る
．
か
く
れ
み
の
．
を
着
て
近

づ
い
て
く
る
の
が
通
例
で
す
。
誘
う
人

間
も
職
場
仲
間
や
遊
び
友
達
、
団
地
の

奥
さ
ん
同
士
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
な
ど
と

ご
く
身
近
な
人
か
ら
さ
り
げ
な
く
勧
め

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
少
な
く
な
い
よ

う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
誘
い
を
受
け
る
人
の
生

活
は
と
い
う
と
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
深
入

り
し
て
い
た
り
、
家
庭
生
活
が
う
ま
く

い
っ
て
い
は
か
っ
た
り
と
い
う
ケ
ー
ス

が
多
い
よ
う
で
す
。
覚
せ
い
剤
の
魔
手

は
、
生
活
の
乱
れ
や
悩
み
の
あ
る
人
た

ち
の
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
の
ス

羊
を
つ
い
て
く
る
　
－
　
言
藁
巧
み
な
手

口
に
は
十
分
注
意
花
必
要
で
す
。

晴
美
に
身
も
心
も
ポ
ロ
ポ
ロ
に

怠

る

質

せ

い

剤

覚
せ
い
剤
に
は
疲
れ
を
と
っ
た
り
、

ベ

ー

ー

i

 

i

、

i

　

＝

』

i

匡

」

ふ

「

主

「

‖

i

I

－

＝

－

し

〓

i

温
漕
掘
i
繊
繊
湘

▽
期
　
日

▽
暗
　
闘

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
持
参
品

▽
内
　
容

▽
料
　
金

1
月
秘
目
（
火
）

9
時
0
0
分
ま
で
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

役
場
保
健
室

妊
産
婦

印
鑑
（
母
子
手
僅
受
領
者
）

新
生
児
の
扱
い
方

入
浴
指
導

母
子
手
帳
交
付

無
料

無
縁
墳
墓
の
改
葬

関
係
者
は
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
所
在
地
　
宮
崎
県
宮
崎
郡
佐
土
原
町

上
田
島
1
9
1
2
番
地
、

新
城
基
地

∇
届
出
先
　
舘
0
9
8
5
（
1
3
）
2

◎
所
在
地
　
愛
知
県
瀬
戸
市
寺
本
町
5

0
番
地
、
宝
泉
寺
基
地

∇
届
出
先
　
宝
泉
寺
　
8
0
5
6
1
（

8

2

）

2

3

1

6

精
力
が
強
く
な
る
な
ど
の
効
用
は
何
ひ

と
つ
あ
り
ま
せ
ん
。
一
時
的
に
疲
れ
が

と
れ
た
よ
う
に
感
じ
さ
せ
た
に
せ
よ
、

そ
れ
は
覚
せ
い
剤
に
よ
り
神
経
が
過
度

の
興
奮
状
態
と
な
り
、
自
覚
が
な
く
な

っ
た
だ
け
な
の
で
す
。
す
べ
て
マ
ボ
ロ

ン
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
く
だ
さ
い

そ
の
マ
ボ
ロ
ン
が
消
え
る
と
、
前
に

も
増
し
て
媛
労
感
に
攫
わ
れ
、
そ
の
苦

し
さ
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
、
ま
た
覚
せ

い
剤
を
使
う
　
ー
　
こ
の
繰
り
返
し
で
使

用
出
や
使
用
回
数
が
増
え
、
慢
性
中
毒

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
段
階
に
な

る
と
、
天
井
の
シ
ミ
が
「
虫
に
見
え
る
」

「
自
分
を
殺
そ
う
と
だ
れ
か
が
ね
ら
っ

て
い
ろ
」
な
ど
の
訳
の
分
か
ら
な
い
こ

と
を
言
い
出
す
繊
神
階
苦
が
現
れ
ま

す
。
こ
の
幻
覚
や
妄
想
が
、
何
の
関
係

も
な
い
人
々
を
巻
き
込
む
殺
人
や
放
火

な
ど
の
恐
る
べ
き
犯
罪
に
結
び
つ
い
て

い
く
　
ー
　
も
は
や
こ
う
な
る
と
、
社
会

人
と
し
て
の
生
活
は
で
き
な
く
な
り
、

確
実
に
身
も
心
も
ポ
ロ
ポ
ロ
と
な
っ
て

い
く
の
で
す
。



（7）　盆日面の舘　　　　　　　　　　　　　　第342号

“m÷m

「元気です」

虫生津の前田さとみさんと
長女・良子ちゃん

（乳児相談にて）

、」＿

をく 通いはわのロe運のり合I o草食こ貪る脂 だiごどが物るべと栃 と飯のかがの通いに 心、りんヨか クま杯“ 　いっす1、でジ食④ 　のうな食をの 

しを米立カでり活∴∴ぱでき食な∴ん米イ飯の解べいな過品はま でもt）並っロい良は確なきに現車けではルを多もろとどだ，ぎーな∴ご∴お・す みうつみてりま好、からま、在撮れい白が食い‘とことかでの飯米むか ：「：∴：：：「： せ庇い食でや〇本均“い 　　　まめ 両性軟目’っな生れがとのし合おダニ分課食いろべ食∴∴すくこ 

安

産

と

難

産

㈲

折
尾
田
中
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

肥
満
壷
に
な
る
な
い
た
め
に
は
、
燕

に
ど
ん
な
事
に
注
意
し
た
ち
ょ
い
で
し

ょ
う
か
。

食
事
を
低
カ
ロ
リ
ー
（
熱
量
）
に
す

る
こ
と
で
す
ら
現
在
、
食
品
の
栄
婆
価

を
カ
ロ
リ
ー
で
表
す
約
束
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
人
に
必
要
な
カ
ロ
リ
ー
は

体
重
と
作
業
の
質
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ

ます。カ
ロ
リ
ー
値
で
い
う
の
は
学
問
的
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ

ん
。
外
に
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

東
洋
に
は
腹
八
分
と
言
う
よ
い
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
大
ぎ
つ
ば
な
よ
う
で
す

が
、
よ
く
実
態
を
表
し
た
表
現
で
す
。

細
か
く
計
算
し
て
数
値
を
上
げ
ろ
西
洋

医
学
よ
り
、
東
洋
医
学
や
漢
方
医
学
の

方
が
日
本
人
に
は
蛙
に
合
う
よ
う
で
す

腹
八
分
で
赤
ち
ゃ
ん
に
栄
養
が
充
分

足
り
る
で
し
ょ
う
か
。

充
分
で
す
。
妊
婦
も
赤
ち
ゃ
ん
も
月

が
進
む
に
つ
れ
て
栄
饗
を
貯
蔵
す
る
力

が
多
く
な
っ
て
く
る
か
ら
大
丈
夫
で

す
。
そ
れ
よ
り
も
、
よ
く
か
む
こ
と
が

必
要
で
す
。
胃
腸
科
の
先
生
は
五
十
回

か
む
こ
と
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
五
十

回
か
む
と
食
物
は
ど
ん
な
も
の
で
も
液

状
に
な
り
ま
す
。

五
十
回
か
む
と
、
ど
ん
な
効
用
が
あ

り
ま
す
か
。

ま
ず
、
だ
液
が
よ
く
変
っ
て
消
化
吸

収
が
百
％
で
す
。
一
方
、
口
筋
（
口
の

周
囲
の
筋
肉
）
の
運
動
に
よ
り
だ
涙
腺

の
ホ
ル
モ
ン
や
胃
陽
の
消
化
酵
素
も
よ

く
分
泌
さ
れ
、
さ
ら
に
小
腸
大
腸
の
連

動
も
盛
ん
に
な
り
、
便
通
も
よ
く
な
り

ま
す
。
満
腹
値
も
高
ま
り
、
気
詩
ち
ょ

い
満
足
感
が
得
ら
れ
ま
す
。
一
皮
、
五

十
回
か
む
の
を
試
み
て
く
だ
さ
い
。

漢
方
医
学
で
は
、
腹
八
分
で
妊
娠
中

A
魅
轡

誌
症
が
治
ら
な
い

と
き
は
政
七
分
、

腹
六
分
に
ま
で
下

げ
る
こ
と
を
す
す

め
て
い
ま
す
。

洋
の
東
西
を
問

わ
ず
偏
食
し
な
い

こ
と
が
必
要
な
の

は
同
じ
で
す
。

（
つ
づ
く
）



第鈍2号　　　　　　　　　　　　　　璽⑱筋の彿（8）

7月下期の遠賀町主要行事
日 �曜 �行　事　内　容． �時　　間 �英紙会場 �担当係名 �目的及び主な対象等 �詳　細 

15 �日 �婦人リーダー研修会 � �聡民年会敬謙 ��主催・青少年育成町民会議 婦人のリーダー � 
水　　泳　　大　　会 �9：30－－ �遠賀中学校 プール �体　育　係 �出場申込者 � 

16 �月 �乳　　児　　相　　談 � �役場保健室 �保健衛生係十6カ月児 ��6ページ 

17 �火 �離乳食料理実習中－15：00 ��隣輔車雑係I栄翻、家族洞 ���6ページ 

18 �水 �老　人　大　学　院 � �中央公民館 �社会教育係l老人大学院生 �� 

社会弼係上ランテルスクール生 �� 

19 �木 �民生児童委員会中一12：00 ��役場 第2会憩室 �福　祉　係 �民生児童委員 � 

20 �金 �町内各小中学校一学期終業式 ����� 

21 �土 �同和…研修会113：30－ ��中央公民館 �蟻離　日駿緒離す。 ��前号 チラシ 

緒諾少女バ十　一17… ��申込先 勤労者体育 センター �体　育　係 �監督会誌7月26日 大会日　8月5日 � 

22 �日 �郡内消防団ポンプ 車線　法　大　会 �9：00－ �総合運動 公園 �庶　務　係 �郡内各町消防団 � 

23 �月 �心∴配∴こ　と　相　談 � �公民館別館 �福祉係l鰹鰭嵩や �� 

24 �火 �妊　　婦　　相　　談 �9：30 �役嫌健室i保輔生係 ��妊産婦 �6ページ 

26 �木 �帝　大　掌中－15車松屋錦上会教育係 ����寿大学生 開校式 � 

27 �金 �消費生活相談巨－16：00 ��公醐館上薬係 ��消費生活全般の苦情、疑 問をうけます。 �3ページ 

29 �日 �壮　年体力　テ　スト �8：30－ �籠ンクーi社会教謙 ��町内30－60歳の男女 希望者 � 

同和啓発テ‾‾レ宅放送 
7月は「同和問題啓発強調月間」、県下一斉に差別　　らせします。 

をなくすための各種の運動が行われています。その運∴∴D日時　7月21日（土）10時30分－11時25分 

動の一環として、RKB毎日放送で、次のとおり啓発　　＞題名　「美しい季節」 

映画が放送されます。ぜひご観賞くださるよう、お知　　出演　中野良子、江藤　潤、室生あや子　外 

美
し
い
ふ
る
里
と

自
然
を
守
る
た
め

「
空
カ
ン
」
を

投
げ
ず
て
な
い
で
・
…
‥

近
年
、
社
会
環
魂
の
著
し
い
変
化
に

よ
り
、
多
種
多
様
の
廃
棄
物
を
生
み
だ

し
、
そ
の
処
分
に
つ
い
て
今
や
重
要
な

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
空

カ
ン
の
散
乱
は
、
環
境
美
化
を
拭
う
は

か
り
で
な
く
、
廃
棄
物
処
理
事
業
に
も

支
障
を
き
た
す
状
況
で
す
。
九
州
・
山

口
の
各
県
で
一
斉
に
空
カ
ン
散
乱
防
止

統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
消
費
者
み
ん
な
の
協
力
で
、

美
し
い
河
川
や
道
路
に
し
ま
し
ょ
う
。

憩
い
の
場
所
を

ゴ
ミ
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

梅
雨
も
明
け
、
い
よ
い
よ
行
楽
の
季

節
に
な
り
ま
し
た
。
各
家
庭
で
も
子
供

さ
ん
の
夏
休
み
等
か
ね
て
家
族
そ
ろ
っ

て
野
に
海
に
山
へ
と
行
か
れ
る
幕
で
し

ょ
う
。
し
か
し
、
せ
っ
か
く
訪
れ
た
野

・
海
・
山
が
ゴ
ミ
や
ア
キ
缶
だ
ら
け
で

は
楽
し
い
気
詩
も
、
す
っ
か
り
さ
め
て

し
ま
い
ま
す
。
自
然
の
美
し
き
を
、
そ

こ
な
わ
な
い
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
お
出
か

け
の
陳
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
用
意
し
て

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

自
然
は
、
み
ん
な
の
憩
い
の
場
所
で

す
。
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
き
れ
い

に
し
ま
し
ょ
う
。


